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　月　日から7 1
プラスチック製レジ袋が有料化

持ってる?マイバッグ
　みなさんは、マイバッグを持っていますか？深刻化する地球温暖化や海洋ご
み問題に対応するため、今月から全国でプラスチック製レジ袋が有料化となり、
本市でも有料化に伴いマイバッグを持っている人が増えてきています。
　今月号では、レジ袋有料化の背景やプラスチックごみが環境に及ぼす影響、
問題についてみていきます。未来の環境を守るために、今、私たちにできるこ
とを一緒に考えてみましょう。
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海
の
無
い
栃
木
県
か
ら
も
、
生
活
の
中
で

出
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
、
雨
や
風
に

よ
っ
て
川
に
流
さ
れ
、
海
へ
と
た
ど
り
着
い

て
い
ま
す
。

　

既
に
海
を
漂
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
合
計

で
1
億
5
0
0
0
万
ト
ン
あ
る
と
言
わ
れ
、

そ
こ
へ
少
な
く
と
も
年
間
8
0
0
万
ト
ン

（
5
0
0　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
2
0
0
億
本
分
）
が
新

ml

た
に
流
入
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
2
0
5
0
年
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

生
産
量
が
約
4
倍
と
な
り
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
量
が
海
に
い
る
魚
を
上
回
る

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

海
の
生
き
物
が
危
機

人
体
へ
の
影
響
も
…
!?

短
期
間
で
経
済
社
会
に
浸
透
し
、
私
た
ち
の

生
活
に
利
便
性
と
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
き
た

一
方
で
、
資
源
の
有
効
な
利
用
や
廃
棄
物
の

発
生
抑
制
、
海
洋
ご
み
問
題
、
地
球
温
暖
化

と
い
っ
た
地
球
規
模
の
課
題
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

　

川
や
海
な
ど
へ
流
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
、
紫
外
線
や
波
の
影
響
で
砕
け
、
小

さ
な
粒
子
と
な
り
、
海
中
や
海
底
を
漂
っ
て

い
ま
す
。
流
さ
れ
る
中
で
、
5
㎜
以
下
に

な
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
食
べ
た
魚
や
動
物
を
人
が
食

べ
る
こ
と
で
、
人
体
へ
の
健
康
被
害
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

流
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
魚
や

カ
メ
、
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
7
0
0
種
以
上
の
海

洋
生
物
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
体
内
で
分
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
誤
食
し
蓄
積
さ
れ
て
い
く
だ
け

で
な
く
、
海
を
漂
う
漁
網
な
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
体
に
絡
み
つ
き
、
溺
死
し
て

し
ま
う
動
物
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
奈
良
県
に
あ
る
奈
良
公
園
で
は
、

亡
く
な
っ
た
9
頭
の
鹿
の
胃
の
中
か
ら
大
量

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
袋
が
見
つ
か
り
、
こ

の
う
ち
の
3
頭
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
袋
を

食
べ
た
こ
と
に
よ
る
消
化
不
良
が
直
接
の
死

因
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
の
胃
袋
か
ら
は
3
・
2
キ
ロ
の
袋
の
塊
が

確
認
さ
れ
、
海
を
漂
う
ご
み
だ
け
で
な
く
、

地
上
で
の
動
物
た
ち
の
ご
み
の
誤
食
も
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
削
減
す
る
た
め
、

7
月
1
日
昌

か
ら
す
べ
て
の
小
売
事
業
者
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
有
料
化
は
、
薬
局
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
や
地
球
温
暖
化
な
ど

が
深
刻
化
し
、
世
界
中
で
問
題
視
さ
れ
て
い

る
今
、
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
第
一

歩
と
し
て
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
な
ど
、

消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
一
部
で

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ス
ト
ロ
ー
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ

ジ
袋
の
有
料
化
に
先
駆
け
、
大
手
飲
食
店
が

飲
み
物
の
ス
ト
ロ
ー
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト

ロ
ー
か
ら
紙
ス
ト
ロ
ー
へ
切
り
替
え
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
レ
ジ
袋
が
有
料
化

鹿
の
胃
の
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
3
・
2
キ
ロ
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
袋（
奈
良
の
鹿
愛
護
会
提
供
）

雨や風によって、川へ流れて海へ

ポイ捨てや屋外で放置された
プラスチックごみが散乱

水面や水中に浮遊しているごみ。
風や海流、潮流によって遠くまで
運ばれることもある。

漂流ごみ

漂着ごみ 海岸にうちあげられたご
み。大きな木や海草に交
じって、生活ごみや漁具な
どが漂着している。

海底ごみ 海底に沈んでしまったごみ。
漁具や缶・瓶だけでなく、レ
ジ袋なども沈んでいる。

このままでは…
　2050年には海洋中のプラスチックごみの量が魚の量を上回る

世界のプラスチック
年間生産量

1:5 〉1:1

311百万トン

2014

1,124百万トン

2050

海洋中のプラスチックと
魚の重量比
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栃
木
県
と
県
内
全
市
町
は
、
昨
年
8
月　
27

日
昇

に
全
国
で
初
め
て
県
内　

市
町
共
同
で

25

の
「
栃
木
か
ら
の 
森  
里  
川  
湖 
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ

も
り 
さ
と 
か
わ 
う
み

宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
個
人
・

企
業
・
団
体
・
行
政
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
で
き
る
取
り
組
み
を
行
い
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
問
題
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
。
3
R
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
ほ
か
、
本
当
に
必
要
な
も

の
か
よ
く
考
え
る
「
リ
シ
ン
ク
」、
不
要
な
も

の
は
断
る
「
リ
フ
ュ
ー
ズ
」、
捨
て
る
時
に
は

分
別
を
す
る
「
リ
フ
ァ
イ
ン
」
の
プ
ラ
ス
3

R
の
意
識
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

マ
イ
バ
ッ
ク
の
推
奨
、
再
生
材
や
紙
、
バ
イ

オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
再
生
可
能
資
源
へ

の
代
替
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

国
内
初
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言

す
日
本
の
姿
勢
と
も
矛
盾
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

　

日
本
は
、
1
人
当
た
り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
発
生
量
が
世
界
で
2
番
目
に
多
く
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
生
産
量
も
世
界
で
3
番
目
に
多

い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
や
生
産
の
多
い
日

本
で
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

有
効
活
用
が
進
ん
で
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
有
効
活
用
に
は
、
焼

却
す
る
こ
と
で
発
生
し
た
熱
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
活
用
す
る
方
法
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焼
却
処
理
を
推
進
す

る
こ
と
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
を
目

指
す
パ
リ
協
定
の
理
念
や
2
0
5
0
年
ま
で

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量　

％
削
減
を
目
指

80

日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

　

世
界
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の

廃
止
や
有
料
化
が
行
わ
れ
て
い
る
国
や
地
域

が　

か
所
（
ケ
ニ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
）
も
あ

69
り
、
違
反
す
る
と
罰
金
刑
や
懲
役
が
科
せ
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
2
0
1
5
年　

月
に
大

10

型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
レ
ジ
袋
を
5
ペ
ン
ス
（
日
本
円
で
約
7
・
5
円
）

で
販
売
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
1
度
限
り
で
使
い
捨

て
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
も
の
が

1
年
目
だ
け
で　

億
枚
削
減
さ
れ
、
3
年
間

60

で　

％
の
レ
ジ
袋
の
利
用
数
が
減
少
し
ま
し

86
た
。 世

界
の
レ
ジ
袋
事
情

しっかりと汚れを落とし
分別することが大切です

　

市
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の
有

料
化
や
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
に
伴
い
、
エ
コ

バ
ッ
グ
を
作
製
し
ま
し
た
。
こ
の
エ
コ
バ
ッ

グ
は
、
表
面
に
は
今
年
3
月
に
策
定
し
た
市

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
裏
面
に
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
た
め
、「
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
3
R
な

ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

バ
ッ
グ
は
保
冷
機
能
付
き
で
、
本
体
サ
イ

ズ
は
横　

㎝
×
縦　

㎝
×
奥
行　

㎝
、
容
量

60

26

22

は　

狩
と
大
容
量
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

21
ト
な
ど
の
レ
ジ
か
ご
に
収
ま
る
サ
イ
ズ
で
す
。

材
質
は
、
丈
夫
な
コ
ッ
ト
ン
生
地
で
、
バ
ッ

グ
の
口
部
分
は
巾
着
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
が
全
国
で
有
料

化
と
な
っ
た
こ
の
機
会
に
、
日
頃
か
ら
エ
コ

バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
き
、
不
要
な
レ
ジ
袋
を
使

用
し
な
い
よ
う
、
で
き
る
こ
と
か
ら
工
夫
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
エ
コ
バ
ッ
グ
は
、
7
月　

日
昌

か
ら

15

市
ま
ち
づ
く
り
課
窓
口
に
て
1
枚
5
0
0
円

（
税
込
）
で
販
売
予
定
で
す
。
な
お
、
販
売
時

間
は
平
日
の
午
前
8
時　

分
か
ら
午
後
4
時

30

　

分
ま
で
で
す
。

30■
問
合　

ま
ち
づ
く
り
課
緯
0
2
8
7－

8
3－

1
1
5
1

上：キャッチフレーズの入った表面デザイン
上右：裏面デザイン
下：大容量のエコバッグ

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
×
3
R
の
推
進

市
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を
販
売
し
ま
す
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本
市
で
は
、
毎
年
5
月
に
美
化
運
動
を

行
っ
て
お
り
、
昨
年
の
清
掃
活
動
で
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
で
も　

・
2
キ
ロ
が
回

71

収
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

30

独
自
に
回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は　

・
27

9
ト
ン
に
上
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
も

　

キ
ロ
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
年
度
に
南

43那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
保
健
衛
生
セ

ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

　

・
4
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
搬
入
さ
れ

71る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以

外
に
も
燃
や
す
ご
み
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
含
め
れ
ば
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
総
量
は
さ
ら
に
多
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
再
資
源

化
が
で
き
ま
す
が
、
分
別
さ
れ
て
い
な
い
も

の
や
汚
れ
の
付
着
が
多
い
も
の
は
再
資
源
化

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
は
大
量
に
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
1
本
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
1

つ
が
、
最
終
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
な
り

ま
す
。日
々
の
生
活
の
中
で
、
不
要
な
も
の
は

買
わ
な
い
、
分
別
を
す
る
な
ど
、
少
し
意
識

を
変
え
る
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
問

題
を
軽
減
す
る
一
歩
と
な
り
、
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
市
で
も
「
ご
み
分
別
ア
プ
リ
」
で
ご
み

の
捨
て
方
や
注
意
点
、
収
集
日
な
ど
を
配
信

し
て
い
ま
す
。A

ndroid

は
「G

oogle
P
lay

」、iP
hone

は
「A

pp
Store

」
で

ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
配
信
中

「
那
須
烏
山
市
ご
み
分
別
ア
プ
リ
」
と
検
索

し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

　

こ
こ
ま
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の

有
料
化
に
併
せ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
を

紹
介
し
ま
し
た
。海
が
身
近
に
無
い
私
た
ち
の

地
域
で
は
、
な
か
な
か
想
像
し
に
く
い
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
1
人
ひ
と
り
が
意
識
を
変
え

て
い
く
こ
と
で
救
わ
れ
る
命
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。身
の
回
り
の
使
い
捨
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
削
減
し
て
、
環
境
に
も
動
物
に
も

優
し
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

持ってる？
マイバッグ

本
市
の
現
状

　

6
月　

日
昌

、
境
小
学
校
で
「
人
権

17

の
花
」
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
宇
都
宮

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
那
須
烏
山
部
会

（
藤
川
伸
一
会
長
）
か
ら
同
校
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
と
ベ
コ
ニ
ア
の
苗　

株
、
プ

80

ラ
ン
タ
ー　

個
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

16

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
花
を
育
て

る
こ
と
で
命
の
大
切
さ
を
感
じ
、
豊
か

な
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
市
内

の
小
学
校
に
贈
呈
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
同
部
会
の
滝
原
一
夫

さ
ん
が
、「
花
を
大
切
に
育
て
る
と
と

も
に
、
友
達
の
気
持
ち
を
考
え
、
分
か

ち
合
い
、
心
に
も
優
し
い
思
い
や
り
の

花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
児
童
に
苗
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
校
6
年
の
前
澤
芽
生
さ
ん
（
横
枕
）

と
大
輪
ひ
か
り
さ
ん
（
下
境
）
は
、「
み
ん

な
で
大
切
に
育
て
ま
す
」と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
消
防
団
（
渡
邉
兼
一
団
長
）
が
、
5
月
1
日

晶

、
全
国
水
防
管
理
団
体
連
合
会
か
ら
水
防

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年　

月
に
発
生
し
た
令
和
元

10

年
東
日
本
台
風
災
害
（
台
風　

号
）
に
お
い
て
、

19

降
り
続
く
豪
雨
の
下
、
河
川
巡
視
や
避
難
誘

導
活
動
、
排
水
活
動
、
倒
木
処
理
な
ど
を
行

い
、
死
者
行
方
不
明
者
を
出
さ
ず
に
被
害
の

軽
減
や
市
民
の
安
全
確
保
に
貢
献
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全
国
で
7
団
体
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

渡
邉
団
長
は
、「
団
員
の
使
命
感
と
と
も

に
、
地
域
の
人
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の

受
賞
。
災
害
時
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し

た
が
、
団
員
の
身
の
安
全
に
も
配
慮
し
た
。

今
後
も
団
員
や
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、

市
民
の
安
全
・
安
心
に
努
め
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

川俣純子市長に受賞
を報告した渡邉団長

境小学校に人権の花を贈呈
子どもたちの思いやりの心を育む

市
消
防
団
が
水
防
功
労
者
表
彰

児
童
に
人
権
の
花
を
手
渡
す
滝
原
さ
ん
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令
和
2
年
第
4
回
市
議
会
6
月
定
例
会
が
6
月
2
日
昇
か
ら
8
日
捷
ま
で
7
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
新

し
い
議
長
に
久
保
居
光
一
郎
氏
、
副
議
長
は
渋
井
由
放
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
常
任
委
員
会

な
ど
議
会
人
事
が
決
ま
っ
た
ほ
か
、
令
和
2
年
度
補
正
予
算
案
や
条
例
案
、
人
事
案
な
ど　

議
案
、
議
員
発

12

議
1
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
専
決
処
分
な
ど
4
件
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7

－

8
8

－

7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
・
条
例
の
一
部
改
正
な
ど　

議
案
を
審
議

12

新
議
長
に
久
保
居
氏
・
副
議
長
は
渋
井
氏
を
選
出

第　 回市議会定例会4
　

総
務
企
画
、
文
教
福
祉
、
経
済
建
設
の
各
常

任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報
委

員
会
の
委
員
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
議
会
選
出

監
査
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
南
那

須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
の
議
会
議
員
6
人

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
委
員
名
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
◎
は

委
員
長
、
〇
は
副
委
員
長
。
敬
称
は
省
略
。）

【
総
務
企
画
常
任
委
員
会
】
5
人

◎
相
馬
正
典
、
〇
福
田
長
弘
、
荒
井
浩
二
、
田

島
信
二
、
髙
田
悦
男

【
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
】
6
人

◎
矢
板
清
枝
、
〇
興
野
一
美
、
村
上
進
一
、
小

堀
道
和
、
渋
井
由
放
、
中
山
五
男

【
経
済
建
設
常
任
委
員
会
】
6
人

◎
滝
口
貴
史
、
〇
堀
江
清
一
、
青
木
敏
久
、
久

保
居
光
一
郎
、
沼
田
邦
彦
、
平
塚
英
教

【
議
会
運
営
委
員
会
】
7
人

◎
小
堀
道
和
、
〇
青
木
敏
久
、
村
上
進
一
、
矢

各
委
員
会
の
委
員
を
選
任

第11代副議長
渋井由放議員

板
清
枝
、
滝
口
貴
史
、
相
馬
正
典
、
中
山
五
男

【
議
会
広
報
委
員
会
】
8
人

◎
村
上
進
一
、
〇
荒
井
浩
二
、
青
木
敏
久
、
興

野
一
美
、
堀
江
清
一
、
福
田
長
弘
、
矢
板
清
枝
、

渋
井
由
放

【
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）】
1
人

髙
田
悦
男

【
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議

員
】
6
人

矢
板
清
枝
、
田
島
信
二
、
久
保
居
光
一
郎
、
沼

田
邦
彦
、
中
山
五
男
、
平
塚
英
教

◇

　

全
議
員
が
委
員
と
な
る
「
庁
舎
整
備
検
討
特

別
委
員
会
」
の
委
員
長
に
沼
田
邦
彦
氏
が
、
副

・
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市
民
税
、

軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
等
の
特
例
措
置
な

ど
「
市
税
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

災
住
宅
再
建
等
資
金
利
子
補
給
費
5
1
8
万
円
、

農
地
・
農
業
用
施
設
の
市
単
独
災
害
復
旧
事
業

費
補
助
金
4
6
6
万
8
千
円
の
増
額
な
ど
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
利
用
環
境
整
備

費
3
7
7
万
5
千
円
、
県
の
畜
産
担
い
手
育
成

総
合
整
備
事
業
費
補
助
金
1
億
4
7
7
万
5
千

円
、
各
小
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
費
2
0

3
9
万
4
千
円
、
庁
舎
整
備
予
定
地
の
調
査
4

2
0
万
円
な
ど
で
す
。

〇
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
の
歳
入
・
歳
出

を
そ
れ
ぞ
れ
2
1
7
万
8
千
円
増
額
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
を　

億
8
2
4
3
万
5
千
円
と

34

し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
健
診
事
務
費
な
ど

の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
な
ど

へ
の
傷
病
手
当
金
で
す
。

委
員
長
に
田
島
信
二
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
の
副
委
員
長

に
村
上
進
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〇
一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
1
億

8
2
3
0
万
3
千
円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
を
1
3
8
億
1
9
4
0
万
8
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
消
毒
液
購
入
な
ど
2
0
0
万

円
、
特
別
定
額
給
付
金
の
事
務
費
1
0
8
万
2

千
円
、
な
す
か
ら
子
育
て
応
援
給
付
金
2
6
2

0
万
円
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
予
防
事
業

費
3
0
0
万
円
、
那
須
烏
山
商
工
会
の
行
う
持

続
化
給
付
金
相
談
会
な
ど
を
助
成
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
商
工
業
支
援
事
業
費　

万
50

円
、
避
難
所
の
資
材
な
ど
を
備
蓄
す
る
災
害
対

策
費
3
0
0
万
円
な
ど
で
す
。
ま
た
、
昨
年
の

令
和
元
年
東
日
本
台
風
被
害
対
策
と
し
て
、
被

令
和
2
年
度
補
正
予
算
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・
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
「
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
」
を
一
部
改
正

し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
軽
減
対
象
者
の
拡

大
と
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
な
ど
で
す
。

・
法
律
名
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
「
市
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
」
を
一
部
改
正

し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
の
傷
病
手
当
金
給
付
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
特
例
と
し
て
加
え

る
た
め
「
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」
を
一
部
改

正
し
ま
し
た
。

・
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
後
期
高

齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い

「
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
」
を
一

部
改
正
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
傷
病
手
当
金
新
設
に
伴

い
、
申
請
受
付
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

・
介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い

「
市
介
護
保
険
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う

低
所
得
者
の
第
1
号
保
険
料
を
軽
減
す
る
も
の

で
す
。

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の

施
行
に
伴
い
、「
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
研
修
機
会
の
拡
大
を
図

る
も
の
で
す
。

　

9
月　

日
に
任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委

30

員
の
堀
江
功
一
氏
を
引
き
続
き
同
候
補
者
と
し

て
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に
堀
江
氏

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
地
域

経
済
や
市
民
生
活
の
立
て
直
し
へ
の
一
助
と
す

三
役
の
給
料
、
議
員
報
酬
を

減
額

る
た
め
、「
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
料

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
今

年
7
月
か
ら　

月
ま
で
の
6
か
月
間
、
市
長
、

12

副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の
給
料
を
減
額
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
様
に
「
市
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
、
今
年
7
月
1
か
月
間
の
議
員
報
酬

を　

％
減
額
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

40
・
令
和
元
年
度
一
般
会
計
で
翌
年
度
に
繰
り
越

す
こ
と
と
し
た
、
塵
芥
収
集
処
理
費
、
龍
門
ふ

る
さ
と
民
芸
館
施
設
整
備
費
、
教
育
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
費
、
農
地
・
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業
費
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業

費
な
ど
の
繰
越
計
算
書
を
報
告
し
ま
し
た
。

・
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
翌
年

度
に
繰
り
越
す
こ
と
と
し
た
、
公
共
下
水
道
事

業
施
設
整
備
費
（ 
管  
渠 
工
事
）、
特
定
環
境
保
全
公

か
ん 
き
ょ

共
下
水
道
事
業
施
設
整
備
費（
管
渠
工
事
）の
繰
越

計
算
書
を
報
告
し
ま
し
た
。

・
令
和
元
年
度
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
、
中

山
お
よ
び
初
音
地
内
の
配
水
管
布
設
替
え
工
事

を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
の
で
報
告
し
ま
し
た
。

・
市
道
に
お
け
る
車
両
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償

の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
関
す
る
専
決
処
分
1

件
を
報
告
し
ま
し
た
。

・
宮
原
自
治
会
長
か
ら
市
議
会
議
長
あ
て
に
提

出
さ
れ
た
「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
を
踏
ま
え

た
『
那
珂
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

の
推
進
に
つ
い
て
」
の
請
願
書
、
お
よ
び
城
東

自
治
会
長
か
ら
同
様
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
書
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

第10代議長
久保居光一郎議員

　

こ
の
度
、
令
和
2
年
第
4
回
6
月
定
例
会
に

お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
責
務
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　

那
須
烏
山
市
と
な
っ
て
間
も
な
く　

年
が
経

15

過
し
ま
す
が
、
本
市
の
現
状
を
鑑
み
る
と
、
昨

年
の　

月
に
襲
来
し
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風

10

に
よ
り
、
本
市
は
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
復
旧
・
復
興
の
最
中
に
、
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
世
界
中
を
席
巻
し
、
人
々
は
平
安
な
日

常
の
生
活
か
ら
非
日
常
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
、
市
民
の
方
々
の
安
心
・
安
全
を
ど
の
よ
う
に

守
る
の
か
、
各
産
業
に
波
及
す
る
経
済
的
ダ

メ
ー
ジ
か
ら
の
回
復
を
い
か
に
し
て
図
る
か
な
ど

と
併
せ
て
新
庁
舎
整
備
を
始
め
と
す
る
公
共
施

設
の
再
編
整
備
や
、
少
子
高
齢
化
問
題
等
の
重

要
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。一
刻
も
早
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
願
う
と
と

も
に
、
今
こ
そ
執
行
部
と
議
会
が
有
す
る
知
見
・

識
見
を
集
め
て
、
本
市
の
将
来
の
展
望
を
拓
く

た
め
の
協
議
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
公
平
・
公
正
な
議
会

運
営
を
図
り
、
更
な
る
開
か
れ
た
議
会
・
行
動

す
る
議
会
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。決

意
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

−

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ−
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新型コロナ

感
染
拡
大
を
防
ぐ
行
動
を

県
内
初
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

続
で　

人
を
超
え
る
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し

40

た
。
そ
の
後
も
若
い
人
を
中
心
に
増
加
を
続

け
、
都
内
だ
け
で
感
染
者
が
1
0
0
人
を
超

え
る
な
ど
都
市
部
を
中
心
に
、
未
だ
終
息
の

目
途
が
立
っ
て
お
ら
ず
、
感
染
拡
大
の
第
2

波
に
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

一
方
、　

日
晶

に
は
、
外
出
自
粛
の
段
階

19

的
緩
和
の
目
安
が
ス
テ
ッ
プ
2
と
な
り
、
県

　

世
界
各
国
に
感
染
が
拡
大
し
、
私
た
ち
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
5
月　

日
捷

に

25

全
て
の
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
で
も
感
染
者
は
徐
々
に
減
少
し
、
5

月　

日
晶

に
は
1
ケ
タ
に
ま
で
な
り
ま
し
た

15
が
、
そ
の
後
、
若
者
を
中
心
に
増
加
に
転
じ
、

6
月　

日
掌

に　

人
、　

日
捷

に　

人
と
連

14

47

15

48

　

2
月
か
ら
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
支
援
の
輪
が
、
5

月
か
ら
6
月
に
か
け
て
続
々
と
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

5
月
1
日
晶

に
は
、
㈲
磯
電
気
工
業
所
（
磯

則
夫
代
表
取
締
役
）
が
、
に
こ
に
こ
保
育
園
と
つ

く
し
幼
稚
園
に
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
各

　

キ
ロ
を
寄
附
し
ま
し
た
。

20
　

ま
た
、　

日
捷

に
は
、
㈲
滝
田
水
道
設
備

25

（
滝
田
裕
一
取
締
役
）
が
、
す
く
す
く
保
育
園
に

不
織
布
マ
ス
ク
2
0
0
枚
、
除
菌
ア
ル
コ
ー

ル
タ
オ
ル
6
パ
ッ
ク
を
寄
附
し
ま
し
た
。

　
　

日
昇

に
は
、
日
信
工
業
㈱
栃
木
開
発
セ

26
ン
タ
ー（
川
上
洋
生
開
発
本
部
執
行
役
員
）が
川
俣
純

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
ま
た
ぐ
移
動
も
緩
和
さ
れ
、
新
し
い
生
活

様
式
の
定
着
を
図
り
な
が
ら
観
光
振
興
や
経

済
活
動
の
回
復
が
促
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

急
激
な
状
況
の
変
化
が
な
け
れ
ば
7
月　

日
10

晶

に
ス
テ
ッ
プ
3
へ
移
行
し
、
経
済
回
復
の
た

め
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

栃
木
県
で
は
、
判
断
基
準
の
警
戒
度
が
3

段
階
の
内
最
も
低
い
「
感
染
観
察
」
と
し
、

6
月　

日
晶

か
ら
は
、
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動

19

を
全
面
的
に
認
め
ま
し
た
。
観
光
や
イ
ベ
ン

ト
も
段
階
的
に
緩
和
さ
れ
観
光
振
興
が
本
格

化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
5
月　

日
14

昭

に
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、　

日
捷

よ

18

り
小
・
中
学
校
で
分
散
登
校
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
捷

か
ら
は
通
常
登
校
を

開
始
し
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
な
が
ら
も
元
気

い
っ
ぱ
い
に
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
矢
先
、
6
月　

日
松

か
ら
連
続
し

27

て
県
内
の
接
待
を
伴
う
飲
食
店
に
勤
務
す
る

　

代
・　

代
を
中
心
に　

人
が
感
染
し
、
県

10

20

12

内
初
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）
発
生
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
那
須
烏
山
市
民
1
人

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、　
29

日
捷

、　

日
昇

に
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

30

感
染
症
対
策
本
部
会
議
を
開
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
濃
厚
接
触
者
や
行
動
歴
な
ど
が
確
認

さ
れ
れ
ば
市
民
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
そ
の
後
感
染
者

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
念

の
た
め
公
民
館
や
図
書
館
、
体
育
館
な
ど
の

市
有
施
設
や
観
光
施
設
を
7
月　

日
昌

ま
で

15

休
館
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
引

子
市
長
を
訪
問
し
、
不
織
布
マ
ス
ク
5
0
0

0
枚
を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ス
ク
は
、

中
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し
た
際
、
長
野
県
の
本
社
か
ら
中
国
の
支

社
へ
と
支
援
を
送
っ
た
お
礼
に
送
ら
れ
た
も

の
で
、
市
で
は
、
介
護
施
設
な
ど
の
福
祉
の

現
場
で
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
川
上
執
行
役
員
は
、「
市
で
も
備
蓄
が

少
な
い
と
聞
い
た
。
困
っ
て
い
る
人
に
使
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、　

日
昭

に
は
、
烏
山
中
学
校
卒

28

業
生　

人
で
組
織
す
る
峰
友
会
（
沼
田
良
実
会

10

長
）が
、　

万
円
を
寄
附
し
ま
し
た
。
沼
田
会

10

長
は
、「
ふ
る
さ
と
を
元
気
づ
け
る
た
め
に

支
援
の
輪
広
が
る

善
意
の
寄
附
続
々
と
届
く

寄
附
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
感
染
症
に
負
け

ず
元
気
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
に
入
っ
て
5
日
晶

に
は
、
S
O
M
P

O
ケ
ア
㈱
宇
都
宮
さ
つ
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
、

川俣市長にマスクを手渡す日信工
業の川上開発本部執行役員（右）
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上：川俣市長と田代和義教育長に
寄附を手渡す峰友会のみなさん
下：水上和明健康福祉課長に消毒
用アルコールを手渡す檜山社長

　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
地
域
の
消
費
が
低
迷
し
て
い
る
市

内
の
飲
食
店
を
応
援
し
よ
う
と
「
な
す
か
ら

ま
る
ご
と
市
民
食
堂
」
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
協
力

す
る
飲
食
店
の
情
報
や
メ
ニ
ュ
ー
を
掲
載
し
、

食
べ
た
人
も
飲
食
店
も
元
気
に
し
よ
う
と

い
う
取
り
組
み
。
和
食
、
洋
食
、
中
華
な

ど　

店
舗
が
登
録
さ
れ
（
7
月
6
日
捷
現
在
）、

15
随
時
、
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

出
前
を
と
る
こ
と
で
、
ご
飯
を
作
る
人

の
負
担
軽
減
や
、
美
味
し
い
お
店
の
再
発

見
な
ど
、
頼
ん
だ
人
に
と
っ
て
も
嬉
し
い

メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
た
ま
に
は
市
内
飲
食
店
か
ら
出
前

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
す
本

市
出
身
の
学
生
に「
学
生
応
援
ふ
る
さ
と
便
」

を
無
料
で
届
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
帰
省
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
が
で
き

な
い
学
生
を
支
援
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
も
の

で
す
。
特
産
品
は
、「
島
田
う
ど
ん
」
や
「
御

膳
そ
ば
」、「
ご
飯
に
か
け
る
ギ
ョ
ー
ザ
」、

「
山
あ
げ
応
援
せ
ん
べ
い
」
な
ど
、
い
ず
れ

も
那
須
烏
山
市
ゆ
か
り
の
品
々
。
遠
方
で
生

活
す
る
学
生
た
ち
に
ふ
る
さ
と
の
味
を
思
い

出
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
那
須
烏
山
市
出
身
の

大
学
生
や
短
大
生
、
専
門
・
専
修
学
校
生
で

す
。
7
月　

日
晶

ま
で
に
市
観
光
協
会
に

31

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合　

市
観
光
協
会

緯
0
2
8
7－

　

－

1
9
7
7

84

E
メ
ー
ル yam

aage-1977@
ar.w
akw

ak.com

学生応援ふるさと便

市外に暮らす学生に特産品

き
続
き
冷
静
に
3
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を

避
け
、
県
や
市
が
発
表
す
る
情
報
を
確
認
す

る
な
ど
の
対
応
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
感
染

症
の
リ
ス
ク
は
広
く
存
在
す
る
た
め
、
感
染

者
や
医
療
関
係
者
ら
を 
誹  
謗 
・
中
傷
・
差
別

ひ 
ぼ
う

す
る
こ
と
は
厳
に
慎
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇

　

な
お
、
全
て
の
国
民
に　

万
円
を
給
付
す

10

る
特
別
定
額
給
付
金
は
7
月
9
日
昭

ま
で
に

市
内
の
1
万
3
4
2
世
帯
に
給
付
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
給
付
対
象
世
帯
の　

・
5
％

97

と
な
っ
て
い
ま
す
。

防
護
服　

着
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド　

個
、

50

50

布
マ
ス
ク　

枚
を
市
に
寄
附
し
ま
し
た
。
こ

30

れ
は
、
同
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
心
を

込
め
て
手
作
り
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
し
て　

日
昇

に
は
、
㈱
ア
ド
・
ワ
ー
ク

16

ス
（
檜
山
敏
大
社
長
）
が
、
5
月
に
続
い
て
手
指

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル　

本
を
市
に
寄
附
し
ま

84

し
た
。「
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
が
不
足

し
て
い
る
と
聞
い
た
。
感
染
症
予
防
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
檜
山
社
長
。
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
配
布
や
健
診
の
ほ
か
、
図
書
館

や
体
育
館
で
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ふるさとを離れて暮らす学生に
送られる学生応援ふるさと便

食
べ
て
地
域
応
援
!

な
す
か
ら
ま
る
ご
と
市
民
食
堂

を
と
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

　

ま
た
、
市
で
は
、
協
力
飲
食
店
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
出
前
が
で
き
る
お
店
な

ら
ど
こ
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

商
工
観
光
課
（
緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
5
）
ま

83

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン（
※

1
）推
進
の
た
め
、「
な
す
か
ら
特
派

員
」
が
4
月
か
ら
S
N
S
で
情
報
発

信
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
す
か
ら
特
派
員
は
、
J
R
烏
山

線
の
各
駅
に
「
駅
神
様
」
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
七
福
神
に
ち
な
み
選
任

さ
れ
た
市
民
な
ど
の
7
人
が
、
自
身

の
S
N
S
（
主
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
を
活

用
し
、
本
市
で
の
暮
ら
し
を
発
信
す

る
も
の
で
す
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
「
な
す
か
ら

特
派
員
」
と
検
索
す
る
と
特
派
員
の

投
稿
し
た
写
真
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
投
稿
に
市
民
の

み
な
さ
ん
も
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ（
※
2
）

を
つ
け
て
「
＃
那
須
烏
山
市
」、「
＃

な
す
か
ら
」
と
S
N
S
で
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
す
か
ら
特
派
員
の
ア
カ
ウ
ン
ト

管
理
を
行
っ
て
い
る
榎
本
真
紀
子
さ

ん
は
、「
1
日
1
回
の
投
稿
を
目
指

し
て
お
り
、
他
の
特
派
員
の
写
真
の

リ
ポ
ス
ト（
※
3
）も
し
て
い
ま
す
。

ア
ッ
プ
で
撮
っ
た
写
真
や
広
く
撮
っ

た
写
真
、
角
度
な
ど
を
工
夫
し
て
魅

力
い
っ
ぱ
い
の
市
内
の
風
景
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
年
齢
も
性
別
も
立
場

も
様
々
な
特
派
員
の
投
稿
を
見
る
と
、

ま
だ
ま
だ
自
分
の
知
ら
な
い
市
の
魅

力
が
あ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
派
員
の
投
稿
を
見
て
自
分
も

写
真
を
投
稿
し
て
魅
力
を
発
信
し
て

み
た
い
と
思
う
人
が
増
え
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。『
い
い
ね
!（
※
4
）』

が
た
く
さ
ん
付
く
と
投
稿
の
励
み
に

なすから特派員
市の魅力を世界へ

@komuro.satoruが撮影した写@komuro.satoruが撮影した写真真

インスタグラムの投インスタグラムの投稿稿

@d850_userが撮影した写@d850_userが撮影した写真真

　

市
で
は
、
市
内
5
つ
の
小
学
校
の
1

年
生
に
「
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
食
育
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
」
を
配

布
し
ま
し
た
。
6
月　

日
昇

に
は
、
荒

23

川
小
学
校
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
野
田

充
昭
校
長
に
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の

揃
っ
た
バ
ラ
ン
ス
食
」
の
普
及
・
啓
発

を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
食
育
教
材
で
、

料
理
の
種
類
や
食
べ
る
順
番
な
ど
が
市

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

野
田
校
長
は
、「
大
変
あ
り
が
た
い
。

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
給
食
時
な
ど
に

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
学
ぼ
う
!

新
1
年
生
に
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

使
用
し
、
児
童
が
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
学
べ
る
よ
う
活
用
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

野田校長にランチョンマット野田校長にランチョンマットをを
手渡す水上和明健康福祉課手渡す水上和明健康福祉課長長

　

6
月　

日
松

、
滝
田
の
薄
井
フ
ミ
さ
ん

13

が
満
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
市

か
ら
祝
詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
る
く
頑
張
り
屋
な
性
格
で
、
本
を

読
む
こ
と
が
大
好
き
だ
と
い
う
薄
井
さ

ん
。
現
在
は
、
市
内
の
介
護
施
設
で
、

仲
間
や
職
員
の
み
な
さ
ん
と
お
話
し
な

が
ら
毎
日
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
に
は
、
家
族
や
職
員
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、
あ
た

た
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

薄
井
フ
ミ
さ
ん
が
満
百
歳

　

薄
井
さ
ん
の
ご
家
族
は
「
一
時
は
体

調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
無
事
に
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ
て

良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

薄井さ薄井さんん
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な
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
特
派
員
の
投
稿

を
見
て
い
い
ね
!
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【なすから特派員アカウント】
@nasukara_pr（メインアカウント）
@nasukarasuyamadog
@mochi.075
@d850_user
@moosania49
@benzai10r
@komuro.satoru
@e_maki59

第
1
回
教
育
委
員
会
（
1
月　

日
晶
）

31

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
令
和
2
年
度
学
校
医
、
学
校
歯
科
医

及
び
学
校
薬
剤
師
の
任
命
を
承
認

第
2
回
教
育
委
員
会
（
2
月　

日
晶
）

14

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
任
命
等
対
象
者
に
お
け
る
学
識
経
験

者
等
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
を
決
定

○
令
和
元
年
度
那
須
烏
山
市
一
般
会
計

（
教
育
費
関
係
）補
正
予
算（
第
5
号
）を
決
定

○
令
和
2
年
度
那
須
烏
山
市
一
般
会
計

（
教
育
費
関
係
）
予
算
を
決
定

第
3
回
教
育
委
員
会
（
臨
時
会
）（
3
月
6
日
晶
）

○
令
和
2
年
度
小
学
校
、
中
学
校
及
び

義
務
教
育
学
校
職
員
定
期
異
動
を
決
定

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

元
年
度
「
第
4
四
半
期
」
1
月
～
3
月

す
る
学
校
対
応
を
報
告

第
4
回
教
育
委
員
会
（
3
月　

日
昇
）

24

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
那
須
烏
山
市
社
会
教
育
指
導
員
の
任

命
を
承
認

○
令
和
2
年
度
那
須
烏
山
市
教
育
委
員

会
関
係
職
員
人
事
異
動
内
示
を
承
認

○
令
和
2
年
度
小
学
校
、
中
学
校
及
び

義
務
教
育
学
校
職
員
定
期
異
動
を
承
認

○
那
須
烏
山
市
幼
児
専
用
バ
ス
管
理
規

則
の
一
部
改
正
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
事
務
補
助

執
行
規
則
の
一
部
改
正
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局
等
組

織
及
び
処
務
規
則
の
一
部
改
正
を
決
定

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
伴
う

関
係
教
育
委
員
会
規
則
の
整
備
を
決
定

○
任
命
等
対
象
者
に
お
け
る
学
識
経

験
者
等
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
規
則

の
整
備
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
小
中
学
校
文
書
取
扱

規
定
の
一
部
改
正
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
青
少
年
指
導
員
設
置

規
則
の
制
定
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
指
定
文
化
財
の
指
定

解
除
を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・
1
月　

日
掌

市
成
人
式

12

・
1
月　

日
掌

市
駅
伝
競
走
大
会

19

・
2
月　

日
昌

市
植
樹
祭

12

・
2
月　

日
掌

市
小
学
生
レ
ク
リ

16

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

・
3
月　

日
昇

市
内
中
学
校
卒
業
式

10

・
3
月　

日
昌

市
内
小
学
校
卒
業
式

18

・
3
月　

日
昇

教
職
員
退
職
辞
令
交

31

付
式

ら
れ
て
お
り
、
珪
藻
土
の
層
を
観
察

で
き
ま
す
。
こ
の
地
層
は
田
野
倉
一

帯
が
海
だ
っ
た
頃
の
も
の
な
の
で
、

珪
藻
の
他
に
貝
や
魚
の
化
石
な
ど
も

産
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
頃

に
は
田
野
倉
地
内
で
採
れ
た
珪
藻
土

を
使
い
、
七
輪
な
ど
が
製
造
さ
れ
て

い
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
が
終
わ
る
と
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
貴
重
な
ジ
オ
サ
イ
ト

で
す
。
立
ち
入
り
は
禁
止
で
す
が
、

遠
く
か
ら
で
も
地
層
の
色
の
違
い
が

は
っ
き
り
観
察
で
き
ま
す
の
で
、
通

り
か
か
っ
た
際
に
は
目
を
向
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
は
、「 
珪  
藻  
土 
」
を
知
っ
て

け
い 
そ
う 
ど

い
ま
す
か
?
優
れ
た
吸
水
性
や
吸
湿

性
か
ら
、
バ
ス
マ
ッ
ト
な
ど
の
様
々

な
商
品
に
利
用
さ
れ
て
い
る
珪
藻
土

で
す
が
、
そ
の
正
体
は
、
海
中
や
湖

沼
な
ど
に
繁
殖
し
た
微
生
物
の
一
種

で
あ
る
「
珪
藻
」
の 
死  
骸 
が
長
年
に

し 
が
い

わ
た
っ
て
沈
積
し
、
化
石
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

　

実
は
、
私
た
ち
の
足
元
に
も
存
在

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
田
野
倉
交
差

点
が
工
事
の
た
め
地
層
深
く
ま
で
掘

今回の
見どころ！

今回の
見どころ！

今回の
見どころ！ 今回の

見どころ！

今回の
見どころ！

今回の今回の今回の
見どころ！見どころ！見どころ！

期
間
限
定
の
ジ
オ
サ
イ
ト

田
野
倉
交
差
点
の
地
層

38

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

魚のヒレと思われる化石

△

（周りの岩石は珪藻土）

（
※
1
）
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
：
自
治
体

が
、
地
域
活
性
化
を
進
め
る
た
め
魅
力
を
探
し

出
し
、
地
域
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
確
立
さ
せ
る
宣

伝
・
広
報
・
営
業
活
動
。

（
※
2
）
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
：
記
号
の
「
＃
（
ハ
ッ

シ
ュ
マ
ー
ク
）」
で
、
S
N
S
の
投
稿
に
対
す
る

「
タ
グ
」と
し
て
利
用
さ
れ
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の

後
に
特
定
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
付
与
す
る
こ
と
で
、

同
じ
キ
ー
ワ
ー
ド
の
投
稿
を
瞬
時
に
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
趣
味
・
関
心
の
似
た
ユ
ー

ザ
ー
（
利
用
者
）
同
士
で
話
題
を
共
有
で
き
た

り
し
ま
す
。

（
※
3
）
リ
ポ
ス
ト
：
他
の
ユ
ー
ザ
ー
の
投
稿

を
自
分
が
再
投
稿
す
る
こ
と
。

（
※
4
）
い
い
ね
!
：
相
手
に
高
評
価
を
伝
え

る
機
能
。
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市の人口

編
集
後
記

編
集集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

着図書新

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

〇
今
月
は
、
7
月
1
日
昌
か
ら

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の

有
料
化
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
を
特

集
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
、

「
マ
イ
バ
ッ
グ
」
を
使
っ
て
い
ま
す
か
？

有
料
化
に
伴
い
使
用
頻
度
が
増
え
る
マ
イ

バ
ッ
グ
で
す
が
、
な
ま
物
な
ど
を
入
れ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
実
は
不
衛
生
に
な
る
こ

と
も
。
夏
は
特
に
気
温
が
高
く
、
食
中
毒

な
ど
の
危
険
も
あ
る
た
め
、
定
期
的
に
洗

濯
な
ど
を
し
、
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
！

〇
今
年
の
梅
雨
は
雨
の
日
が
多
い
で
す
ね
。

雨
が
続
き
、
外
に
出
る
の
も
面
倒
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
そ
の
日
の
気
分
で
傘
を
選

ぶ
の
が
ひ
そ
か
な
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
今
年
は
割
と
外
に
出
て
い
ま
す
。
最

近
の
一
押
し
は
虹
色
の
傘
で
す
！
結
構
派

手
な
の
で
す
が
、
元
気
の
出
る
傘
で
す
。

ま
た
、
今
年
も
市
内
各
地
で
ア
ジ
サ
イ
が

花
を
咲
か
せ
、
雨
が
滴
っ
て
い
る
の
が
と

て
も
綺
麗
で
し
た
。

〇
先
日
、
家
族
で
お
菓
子
を
食
べ
て
い
た

時
、
母
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
少
し
固
め
の

お
せ
ん
べ
い
を
差
し
出
し
、「
こ
れ
食
べ
て

み
て
！
歯
が
強
く
な
る
か
ら
！
」
と
言
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
聞
い
て
私
の

頭
の
中
は
？
（
ハ
テ
ナ
）
で
い
っ
ぱ
い
に

…
「
あ
れ
？
じ
い
ち
ゃ
ん
っ
て

総
入
れ
歯
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
け

？
？
？
」

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

三
尾
谷　
 
奏 　
 
佑 　
（
和
宏
・
光
江
）谷
浅
見

そ
う 

す
け

水　

沼　
 
春 　
 
翔 　
（
賢
一
・
友
美
）野　

上

は
る 

と

荻　

井　
 
梨  
織  
香 　
（
稚
人
・
寿
子
）野　

上

り 

り 

か

五
味
渕　
 
綾 　
 
芽 　
（ 
篤 
・
美
里
）興　

野

あ
や 

め

伊　

藤　
 
菜 　
 
緒 　
（
巧
馬
・
玲
奈
）小　

塙

な 

お

大　

山　
 
蒼 　
 
晴 　
（
卓
郎
・
朋
実
）小　

倉

あ
お 

ば

お
め
で
た

お
めめ
で
た

お
め
で
た

お
め
で
た

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
表
彰

▽
宇
都
宮
地
方
法
務
局
長
感
謝
状
：
滝
原

一
夫　

▽
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰
：
藤
川
伸
一
、
橋
本
惠
子

●
那
須
烏
山
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰

▽
模
範
団
員
：
須
藤
星
哉
（
Y
U
Z
U
H
A　

F

C　

ジ
ュ
ニ
ア
）、
髙
野
亜
嵐
（
Y
U
Z
U
H
A　

F

C　

ジ
ュ
ニ
ア
）、
渡
邉
錬
（
宏
倫
剣
道
）、
小
西
勇

太
（
宏
倫
剣
道
）、
沖
村
昴
輝
（
宏
倫
剣
道
）、
滝
口

桃
子（
宏
倫
剣
道
）、
小
堀
翔
琉（
那
須
烏
山
ク
ラ
ブ
）、

新
井
乙
葉
（
烏
山
剣
道
）、
滝
田
優
斗
（
七
合
ス
ピ

リ
ッ
ツ
b
o
y
街s
）、
高
久
結
月
（
七
合
ス
ピ
リ
ッ

ツ
）　

▽
優
秀
競
技
者
団
員
：
小
森
咲
芽
（
烏

山
剣
道
）、
小
池
琉
楠（
南
那
須
空
手
道
）、
荒
井
亜

美（
白
堊
会
空
手
道
）、
小
森
陽
望（
白
堊
会
空
手
道
）、

荒
井
斗
真
（
白
堊
会
空
手
道
）、
大
輪
咲
奈
（
白
堊

会
空
手
道
）、
大
輪
莉
央
奈
（
白
堊
会
空
手
道
）、
荒

井
萌
維
（
白
堊
会
空
手
道
）、
村
山
寧
（々
白
堊
会
空

手
道
） 受受受受

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

蜜
源
植
物  
ア
ニ
ス
ヒ
ソ
ッ
プ
の
苗
植
え

アニスヒソップの苗を植える同会の皆さん

　

6
月　

日
昭

、
大
木
須
で
蜜
源
植
物

18

で
あ
る
ア
ニ
ス
ヒ
ソ
ッ
プ
の
苗
が
、

（
一
社
）里
山
大
木
須
を
愛
す
る
会
（
川

野
邉
眞
代
表
理
事
）
に
よ
り
植
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

蜜
源
植
物
と
は
蜜
蜂
が
蜜
を
集
め
る

花
の
こ
と
で
、
今
回
植
え
ら
れ
た
ア
ニ

ス
ヒ
ソ
ッ
プ
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど
に

も
用
い
ら
れ
る
多
年
草
で
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
宇
都
宮
大
学
と
連
携

し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
蜜
源
植
物
と
蜜

蜂
に
よ
る
里
山
再
生
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ

た
苗
は
、
今
後
も
含
め
合
計
約
2
0
0

株
植
え
ら
れ
、
来
年
の
7
月
頃
に
花
を

咲
か
せ
る
予
定
で
す
。

　

苗
植
え
に
参
加
し
た
堀
江
恭
一
さ
ん

（
大
木
須
）は「
ア
ニ
ス
ヒ
ソ
ッ
プ
を
都
市

部
の
人
に
見
に
来
て
も
ら
い
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
と
お
し
て
交
流
人
口
を
増
や

す
と
と
も
に
、
養
蜂
産
業
の
活
性
化
や

古
民
家
の
利
用
率
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

長
野
知
沙
様（
福
岡
県
大
野
城
市
）か
ら
5
千
円
、

石
川
浩
之
様
（
東
京
都
大
田
区
）
か
ら
2
万
円
、

高
橋
久
夫
様
（
宇
都
宮
市
）
か
ら
3
万
5
千
円
、

匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら
計　

万
4
千
円
が

32

57

本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

ごごごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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★図書館HPから新着図書が検索できます。★
http://www.lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

Information

市の人口市のの人人口市の人口市の人口

編
集
後
記

着着着着図図図図書書書書新新新新
2020.6.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,358 女
死亡
転出

12,435

人口 24,793（－44）

世帯数 9,304

38
36

7
23

★一般図書★
『中国が世界を攪乱する』野口　悠紀雄
『ウソや隠し事を暴く全技術』森　透匡
『私たちはふつうに老いることがで
きない』　　　　　　　 児玉　真美
『ヴィーガン和食』　　庄司　いずみ
『文豪の悪態』　　　　　山口　謠司
『世界の最強軍用機図鑑』毒島　刀也
『自分を好きになる練習』矢作　直樹
『ナチュラルおせんたく大全』

　本橋　ひろえ
『ダブル・トライ』　　　堂場　瞬一
『愉快な青春が最高の復讐！』

　奥田　亜希子
『きたきた捕物帖』　　宮部　みゆき
『語らいサンドイッチ』　　谷　瑞恵
『食っちゃ寝て書いて』小野寺　史宜
『組曲わすれこうじ』　　黒田　夏子

★児童図書★
『弱すぎ古生物』　　　　　探究学舎
『ざんねんないきもの事典　さらに』

　今泉　忠明
『摂食障害オバケの“ササヤキ”』

　雨こんこん
『都道府県まるわかり地図帳』

　藤子　F　不二雄
『もふもふ動物の赤ちゃん』 小宮　輝之
『くろりすくんとしまりすくん』

　いとう　ひろし
『イケてる！ろくろ首！！』  丘紫　真璃
『こぐまのカブおつかいへ』 牛窪　良太
『オニのふろめぐり』岡田　よしたか
『フンころがさず』　　　大塚　健太
『おばけのマールとすてきなことば』

　なかい　れい
『おじいちゃんの手帳』藤川　幸之助

俳　

句

水
野　

信
一　

選

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

夏
立
つ
や
終
熄
を
俟
つ
ラ
ン
ド
セ
ル

小
針　

久
子（
月　

次
）

干
し
竿
の
撓
り
に
撓
る
梅
雨
晴
間

大
森
フ
サ
オ（
宇　

井
）

山
あ
げ
の
な
き
灼
熱
を
持
て
余
す

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

山
あ
げ
の
人
目
ひ
き
寄
す
歌
舞
伎
か
な

西
森　

一
雄（
南
大
和
久
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

キ
ッ
チ
ン
が
微
笑
み
か
け
る
母
の
味

小
堀　

翠
泉（
中　

央
）

解
禁
の
鮎
竹
串
で
姿
焼
き

吉
澤　

恒
子（
落　

合
）

ア
ル
バ
イ
ト
家
計
を
助
け
学
ぶ
子
等

石
川　

義
郎（
興　

野
）

田
園
の
香
り
漂
う
無
人
駅

森　

豊（
中　

山
）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

外
出
の
自
粛
の
日
々
を
わ
が
庭
の
サ
ツ
キ
、カ
ル
ミ

ヤ
に
癒
さ
れ
過
ご
す　
　
　

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

コ
ロ
ナ
に
て
会
え
な
い
友
と
長
電
話
互
い
に
励
ま
し

心
は
和
む　
　
　
　
　
　
　

古
内　

晴
代（
金　

井
）

数
学
の
微
積
分
幾
何
学
べ
ど
も
今
は
足
し
算
引
き
算

に
生
く　
　
　
　
　
　
　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

日
記
帳
読
み
返
し
て
み
れ
ば
甦
る
か
け
が
え
の
な
い

私
の
歴
史　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

伯
麗（　

旭　

）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

特別定額給付金の申請はお済ですか?
　申請期限は　月17日（月）までです。8
　申請書の記載漏れ、書類の添付漏れがないか
ご確認のうえ、忘れずに申請してください。
　ご不明な点は、下記あてお問い合わせください。
■総合政策課　緯0287－83－1112

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・自賠責・火災（地震）
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・積立
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234
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須
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山
市
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編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

緯
0
2
8
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1
1
2

83

梅雨迎え
ほたるとアジサイ美を競う
　今年は、平年よりも　日遅い　月11日昭に関東地方が梅雨入りとな3 6
りましたが、この時期の風物詩である「ほたるの乱舞」が市内各地で
見られました。地元の人によれば、昨年の東日本台風災害での河川の
増水により、ほたるの卵が流されてしまったため数が例年より少なめ
だとか。
　新型コロナウイルスの影響で、ほたるイベントが中止となってしま
いましたが、夕暮れ時から幻想的なほたるの光を眺め散策を楽しむ人
の姿が見られました。
　また、各地ではアジサイも見ごろを迎え、
自粛を求められる生活が続く中、訪れた
人々の目を楽しませました。

④̝ ③̝ 

①色とりどりの花を咲かせたアジサイ（龍門の滝）、
②横枕の明星池のほたる、③富士見台工業団地入口
の池で花咲く蓮の花、④ホタルブクロ（龍門の滝）

①̝ 

新型コロナ終息願い
サササササササササササササササササプププププププププププププププププララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイズズズズズズズズズズズズズズズズズ花花花花花花花花花花花花花花花花花火火火火火火火火火火火火火火火火火
色鮮やかな花花花花花花花花花花花花花花花花花開開開開開開開開開開開開開開開開開くくくくくくくくくくくくくくくくく

　

6
月
1
日
捷

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
願
う
花
火
が

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
花
火
は
、
全
国
の
花
火
業
者
の
有
志
が
「
チ
ア
ア
ッ
プ
！
花
火
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
県
内　

業
者
、
本
市
で
は
木

11

下
煙
火
店
（
木
下
悦
男
代
表
）
が
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
チ
ア
ア
ッ
プ

（
C
h
e
e
r　

u
p
）
と
は
、
人
を
励
ま
す
、
元
気
づ
け
る
と
い
う
意
味
。
花

火
大
会
が
悪
疫
退
散
を
願
っ
て
始
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
願
う
と
と
も
に
、
花
火
を
見
上
げ

て
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

3
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を
避
け
る
た
め
、
打
ち
上
げ
場
所
は
非
公
表

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
花
火
を
目
に
し
た
市
民
は
、
約
5
分

間
に
わ
た
っ
て
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花
火
に
驚
き
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

有
料
広
告

新型コロナウイルス感染症の終
息を願い打ち上げられた花火

②̝ 


